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分岐の絶対値を決定した｡さらに上下準位の静電核四重極,核スピン･回転,テンソル及びス

カラー型核スピン･核スピン相互作用定数を決定し,その系統性を調べた｡

2. 152smのクーロン励起

小 迫 清 美

九州大学のタンデム型バンデグラフ加速器を使用して,偶々核の 150sm, 152sm, 154sm,

のクーロン励起の実験が行なわれた｡

二台のGe検出器と五台のSSD を用いて,ターゲットであるSm核から放射されるγ線のシ

ングルスペクトルの測定と,γ線と散乱粒子のコインシデンス(同時計数 )の測定の二通りの方

法によって, 7IJi(20MeV), 160(50MeV), 32S(100MeV)のビームに対して,それぞ
れ測定を行なった｡

これらの測定データの中で, 152smについての解析の結果,groundstatebandで8+まで

の励起 γ線が観測されたoその他に,p-bandの0方2p'ぉよび γdandの27状態 も観測され

た｡

実験データから励起断面積を求め,この結果をクーロン励起の理論計算による値と比較する

ことによって, 152sm核の励起状態間の電気四重極行列要素を算出する｡

3･ YBa2Cu307_∂超伝導膜の作成とプラズマ酸化の効果

野 島 勉

高温超伝導酸化物YBa2Cu307-∂は超伝導転移温度Tcが90Kにも達する物質であるOこ

の物質を膜状にしたサンプルは,応用面から多く研究されているが基礎的にも,その表面状態

の研究,またホール効果などの特殊物性の研究にも有用と考えられる｡そこで rト スパッタ法に

よりYBa2Cu307_∂膜の作成を行った｡またできた膜に対し酸素プラズマ処理を行った時の
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Tcや常伝導電気抵抗の性質の変化を調べた｡

YSZ(イットリウム安定化ジルコニア)基板上にArガス30mTorr中でスパッタして厚

さおよそ4pmの膜を得たO原料となるターゲットとしてはYBaCuOの組成にBaとCuを多

めに加えたものがよいことが経験的にわかった｡できた膜を酸素中,900℃で熱処理すること

により,超伝導性を示す膜が得られた｡代表的なTc

は80Kでバルクのもの(90K)に比べると低い もの

であった｡一般にYBa2Cu307_∂はその酸素量が多

いものほど高い r｡を示す事が報告されている｡

そこで得られた膜を酸素中またはアルゴン酸素混合

ガス中でプラズマ酸化を試みた｡アルゴン酸素混合ガ

ス中でプラズマ酸化 したもののほうがその効果は大き

くr｡が80Kより86Kになり常伝導電気抵抗の振舞

もより金属的になった｡また熱処理前と後の両方プラ

ズマ酸化を行 うとその効果はより著しくTcが85Kよ

り89K まで上昇 した｡図にプラズマ酸化による電気

抵抗の振舞の変化を示す｡
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図 プラズマ敢化による電気抵抗
のふるまいの変化
(a)熟処理後
(b)5.5時間プラズマ酸化後
(C)11時間プラズマ酸化後
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このようにYBa2Cu307_∂スパッタ膜はプラズマ酸化をほどこすことにより常伝導の導電

性の改善と超伝導転移温度の向上に著 しい効果を示すことが確認された｡また向上 した性質は

4週間以上 も安定なこともわかった｡

4･ YBa2〔Cuト trFex〕307_∂系における酸素と超伝導

青 木 勇 二

超伝導転移温度 (r｡)が90Kにも達する酸化物超伝導体YBa2Cu307_a(YBCO)は,

BCS理論ではその高 r｡を説明できないなどの理由から, 新 しい超伝導機構を持っと考えら

れている｡YBCO中のCuには,結晶学的に2種類のサイ トCul,Cu2(それぞれ, 1次元

Cu-0鎖,2次元Cu-0面を形成する)があるoCuを異種元素 (以下Feに注目する)と置換

することにより1次元鎖が乱れても超伝導性に大きな変化がないことから,Cu2-0面が主に
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